
都市における中高層木造建築の外装として、熱環境性能、
防火設備性能、木躯体の視覚化の追求から、ダブルスキ
ンファサードを採用した。インナーサッシは、木架構の
柱・梁の間に告示仕様の防火設備であるスチールサッシ
をはめ込み、止水、機密性能を確保している。アウター
サッシは、木架構の外側に軽やかなアルミカーテン
ウォールとし、木質外装仕上げの保護、熱環境性能の向
上を担う。
9階ダブルスキン内には輝度カメラを設置し、輝度デー
タから研修室のブラインド開度を制御することで、直射
光を室内に入れず、間接光を有効に取り入れる計画とし
た。
外皮の熱貫流率を実測により算出した。躯体に断熱
材は使われていないが、木材の高い断熱性により、
柱単体の熱貫流率は0.19W/㎡K、大梁の熱貫流率は
0.04W/㎡Kであった。柱は、ダブルスキンの効果を
統合すると0.01W/㎡Kとなることがわかった。

木架構を活かした床吹出空調
断熱性能に優れたCLT床を活かし、ダクトレス床
吹出し空調
床吹出し口にはそれぞれファンを搭載し、スイッチ
により三段階の風量調節が可能。
9階大研修室の床吹出し空調は、人数カウント
カメラよる風量制御システムを搭載

快適な眠りのための環境制御
快適な就寝/起床を促すため、就寝/起床時間に応じて室内環境を自動に
制御できる。光環境は入眠に合わせて照度が徐々に暗くなり、起床に合
わせて照度を徐々に明るくし、ブラインドが開く。温度環境は入眠前に
室温を下げ、睡眠中は設定温度となり、起床前に室温が上がる制御とす
る。
マットレスには睡眠センサーを搭載し、起床後には各宿泊室のタブレッ
トにて睡眠の質を示すスコアを確認でき、健康意識の増進に寄与する。

耐火・貫通
高層純木造建築を実現するため、
所定の耐火構造を確保した(柱・
梁・床等は大臣認定を取得)。梁
スリーブ、PS・EPSの開口部は不
燃材の被覆層を設ける計初期段階
から建築計画と融合した空調計
画・配管ダクトルートを検討した。

仕口ユニット
純木造11階建てを計画するにあた
り、柱梁接合部の高剛性化・高耐
力化の必要があった。
LVLと木質仕口パネルを組み合わせ
た柱梁接合部(金物を使わない剛
接仕口ユニット)を開発し、採用した。

乾式CLT遮音床
CLT床はコンクリートスラブに比べて軽量である
ことから、重量床衝撃音遮断性能の確保に工
夫を施した。軽量且つ床上のみで重量床衝撃
音を低減する目的で木製の根太床を2段重ね
た、板ばね床をCLT板上に設置することで、床
上の歩行振動に対し有効に遮音できることを
確認。

建物情報を集約し表示する大型タッ
チパネルを各階に設置している。
建物のエネルギー消費量、太陽光発
電量、太陽光集熱量、地中熱採熱量
を確認することができ、環境意識を
高めるきっかけとなる。
また、自然換気判定やトイレの空き
状況、エレベーター位置・混雑状況
を表示
研修エリアのブラインド・照明の制
御も可能としている。

アクティブチルドビーム空調
宿泊室では外調機からの一次空

気とアクティブチルドビーム内の
コイルにて冷却・加温された室内
空気との混合空気を天井面に沿わ
せて空調するシステムを導入した。
このシステムにはファンがないた
め機器騒音がほとんどなく静粛性
に優れること、気流がほとんどな
くドラフトのリスクが少ないこと
により快適な睡眠環境を形成する。

“めぐる”断面計画

木架構を活かした環境性能の高い設備計画

8階を除く研修エリアは天井を張らず、露出した
照明器具は配線をボックス内に隠蔽し、黒塗装と
することで調和した空間としている。
9階大研修室では、ダイナミックにCLTパネルを
用いた天井を計画。木構造体とは異なるおおらか
な形状のCLTパネルは丸孔を設け、照明や消火設
備等を組込むとともに、良質な音場形成の機能も
果たしている。
サインは、木、鉄や左官塗装など仕上の向く素材
を引き立たせるため、情報は光を用いて表示した。
階段やEVホールは木漏れ日を模した光で階数表
示を投影している。トイレピクトは、構造体の木
羽目板の端材を利用し制作した。

“めぐる”平面計画

研修エリアでは、全館DALI制御による調光調色制御
を採用し、スケジュールにより照明の色が変化する計画
とした。太陽光の時間変化に準えた光環境とすることで
サーカディアンリズムに対して好影響を及ぼす。
また、各階に設置の大型タッチパネルにより、シーン

選択も可能である。

サーカディアンリズムを整える光環境

ワーキング︓5000K ナチュラル︓3500K リラックス︓2700K

2050年のカーボンニュートラルを目指すにあたり、エンボディドカーボンの削減に大きく寄与する木
造化は、木材利用推進の鍵となり、森林の健全な持続・発展に繋がる。これらを踏まえ、木材使用量、
炭素固定量を増大させるため、地上部の構造部材（柱・梁・床・壁・屋根）を全て木造とした日本初の
高層純木造耐火建築物である次世代研修施設を計画した。「これからの知を育む場」をコンセプトとし
た健康性能の高い研修・宿泊施設とするため、木材の断熱性、木質空間のぬくもりを最大限活かし、
建築・構造・設備計画の各所に工夫を施した。
In aiming for carbon neutrality by 2050, wood construction, which contributes significantly to the 
reduction of embodied carbon, is the key to promoting the use of wood and the healthy sustainability and 
development of forests. Based on the above, in order to increase the amount of wood used and carbon 
fixation, we planned a next-generation training facility that is Japan's first high-rise purely wooden fire-
resistant building with all structural members (columns, beams, floors, walls, and roof) made of wood at 
ground level. To create a training and accommodation facility with high health performance based on the 
concept of "a place to nurture the knowledge of the future," the thermal insulation properties of wood 
and the warmth of woody space were maximized in the architectural, structural, and facility planning.

宿泊スペース

研修スペース

風や光、人が立体的にめぐる計画。
南側の研修スペースは、吹抜けやテラスにより立体的につないだ。

CLT天井、室内緑化による特徴的な研修空間

キッチンやテラスを有し、リビングのように利用できる空間

外部の方を招き入れる空間

EV・シザーズ階段を中央に、研修スペースと
宿泊スペースを同一フロアに配置し、回遊性の
ある平面計画とした。

研修エリア内は多様な木目を有す
る無垢材ならではの肌触りや木なら
ではの香りが感じられると共に、積極
的な緑化を行う内装計画とした。
三方を緑のテラスに囲まれた8階

研修スペースは、季節で変化する植
栽を緑視率高く設置して形成された
バイオフィリックデザインを導入。自然
を感じながら、天井緑化や、森林環
境音、香り空調、サーカディアンリズ
ムに合わせた照明の調光・調色によ
り五感を活性化し、リラックス効果の
高い空間を目指した。
実際に緑化量の違いによる現地で

の被験者実験やVRによる比較評
価を行い、特に天井緑化は活発
性・好感度を大きくする傾向をも持
つバイオフィリックデザインであり、空
間価値の向上に十分繋がることがわ
かった。

快適な睡眠環境のため、壁及び
天井は左官仕上とし、吸放湿性
能に優れた内装とした。直接肌
に触れる床や家具は無垢材を使
用し、木のぬくもりがより感じ
られる内装とした。空調機器は
木ルーバー天井内に格納するこ
とで、木質空間の調和を保って
いる。

五感を活性化する空間計画

環境意識を高める設備計画

木質空間とバイオフィリックデザイン

快適な環境のための内装計画

五感を活性化・環境意識を高める研修エリア計画

心身を整える宿泊室計画
快適な睡眠のための設備計画

高層耐火純木造と設備計画
照明器具と木質内装が調和した内装

梁スリーブには被覆層を設けた

木架構を表出させる外装計画 設備とデザインが調和した空間

IoT技術の活用

研修エリアと宿泊エリアのピーク負荷時
間帯の時間を考慮し、熱源容量を最適化
して計画した。また、宿泊施設として夏
季の加熱需要があることを考慮し、排熱
回収型空冷ヒートポンプチラーを採用し
た。回収した排熱は予熱槽の温水製造及
び除湿ローターの再生に再利用する。研
修エリアでは、快適性と省エネルギーの
両立のため、デシカント外調機による潜
顕分離空調方式とした。

建物用途に合わせた省エネ技術

自然エネルギーの積極活用
一次エネルギー消費量を低減するた
め、自然エネルギーを積極的に利用
する計画とした。熱源には地中熱を
利用した地中熱空冷ハイブリッド
ヒートポンプチラーを採用し、空調
熱源に利用する。屋上には太陽熱パ
ネル及び太陽光発電パネルにより、
太陽熱の給湯利用及び創エネルギー
を行う。
研修エリアの自然換気窓から給気し
た外気は、シザーズ階段を通じて最
上階の排気窓から排気する温度差換
気を計画した。気流解析を行い、全て
の自然換気窓開放時に約3回換気が得
られ、自然換気が有効に利用できることを
試算した。
研修室は太陽高度に応じたブラインド制
御により、自然光を有効に取り入れ、照明
負荷の削減に寄与する。 空調機

アクティブチルドビーム

ＦＣＵ

除湿ローター

給湯予熱

冷水 温水

排熱回収型空冷ヒートポンプチラー

配置計画
横浜市関内の市街地密集地に立地する。
計画にあたっては、横浜市市街地環境設計制度を用い、前面道路
に対して、空地とセットバックにより、高さ制限を緩和するとと
もに、木ガラスファサードにより木構造体をダイナミックに表出
することで開放的で圧迫感を軽減することを考慮した。

都市型中高層省エネ建築を目指した取り組み

第三者認証として，ZEB Ready認証やCASBEE横浜Sランクを取得したほか，人々の健康やウェル
ビーイングの観点で施設空間を評価する国際的な認証プログラムである「WELL Building 
Standard™(v2 pilot)（以下WELL認証）」を最高ランク「プラチナ」で取得，また運営管理を健
康と安全性から評価する「WELL Health-Safety Rating」の認定も同時に取得した。
また，省エネルギーや環境影響等への取り組みを総合評価する国際的なグリーンビルディング認証プロ
グラム「LEED認証」(v4 BD+C Hospitality)を「ゴールド」にて取得、健康・快適性を支援する建物
を評価する国内認証「CASBEEウェルネスオフィス」を「Sランク」にて取得した。なおWELL認証，
WELL Health-Safety Rating，LEED認証およびCASBEEウェルネスオフィスを取得した国内初の
建物となった。

国際制度
月8年2202dloG証認DEEL
月2年3202munitalP証認LLEW
月2年3202gnitaR ytefaS-htlaeH LLEW
月4年2202証認トクェジロプCSF

国内制度
建築物省エネルギー性能表示制度（BELS） ZEB Ready 2021年11月
CASBEEウェルネスオフ 月01年2202クンラSスィ
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純木造建築とすることで、鉄骨造標準比較で約1,700t(40%)のエンボディドカーボンを削減した。

建築・設備計画の工夫によりランニングコストを低減した。

日本初の高層純木造耐火建築である本建築は、カーボンニュートラルの実現に向けて、構造体を木造化することにより、木材使用量1990ｍ3、炭素
固定量は1650ｔであり、これからの都市木造建築のプロトタイプとなった。

柱梁接合部材はLVL材と木質仕口パネルを重ね合わせ、金物及び接着剤を使用しない構造のため、解体時の作業性が高い計画とした。

木架構や設備的な最新技術の技術開発費や特殊技術対応費を含めたコストとし、日本初の高層純木造耐火建築のプロトタイプを実現した。

ダクトレスの床吹出し空調方式とすることで、ダクトの更新が不要となる計画とした。

前面道路に対しセットバック及び公開空地を確保することで、市街地に対し圧迫感の無い配置計画とした。
ジェンダーレストイレを設け、利用者の多様性に配慮した計画とした。

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆

基準階の無い各階特徴のあるプランとすることで、利用者自身の現在地がわかりやすい計画とした。

再生可能エネルギーを積極利用したパッシブ・アクティブデザインにより環境負荷を低減した。
木の素材感を全面に感じられる外観とすることで、地域景観の質向上に寄与した。

18維持管理
ダブルスキンファサードにより外皮性能を向上し、空調負荷を削減してランニングコストを低減した。
再生可能エネルギーを積極利用した建築・設備計画によりランニングコストを低減した。

□評価項目
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Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）

☆

研修ホールのCLTパネルを使用したダイナミックな天井やCLTの吹抜階段など、床、壁だけでなくCLTを利用した。
木質空間で自然を感じながら五感が刺激され利用者の心身の健康や集中度、快適性を高める計画とした。
これからの知を育む研修の多様な場を新しい都市木造建築としてつくりだした。

梁スリーブサイズの構造的制約及びCLT材の高い断熱性によるダクトレス床吹出し空調方式を採用した。
純木造の中層耐火建築物を実現するために、新しく柱梁が一体となった木架構を開発した。
木架構の構造計画を活かし、吹き抜けやテラスで内部と外部をつなげ自然を取り込む立体的な空間を計画した。

☆

☆

大型タッチパネルにより研修エリアの照明、ブラインドの操作、EVやトイレの使用状況の確認が可能な計画とした。

宿泊室はアクティブチルドビームによる空調とし、静粛性が高く気流感の少ない快適な空間とした。
木架構ユニットサイズや宿泊室サイズと整合した2.8ｍスパンという独自のモジュール計画とした。

研修エリアの快適性と省エネルギーの両立のため、デシカント外調機による潜顕分離空調方式とした。
夏季にも加熱要求があるため、冷房時の排熱を有効に利用できる排熱回収型空冷ヒートポンプを採用した。
入退館管理に顔認証システムを導入し、利便性向上に寄与した。

一次エネルギー消費量を削減し、ZEB Readyを達成した。
ダブルスキンファサードにより外皮性能を向上し、環境負荷を低減した。

ダブルスキンガラスファサードによって木架構が美しく外装に現れたデザインとした。
CLT・LVL材を内装に積極的に使用したデザインによる審美性を表現した。
ダブルスキンガラスファサードにすることで、木架構が美しく視覚化されるとともに、外皮性能の向上に寄与した。
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○研修エリアの空調機は床置き型のため、脚立不要でメンテナンスが可能な計画とした。

○
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☆
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☆

宿泊室は入眠・起床に合わせて室内環境を制御することで体内リズムを整え、日中の活力向上に寄与した。
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04象徴性

05完成度 ☆ S造やRC造とは異なる木架構ユニットのモデュールが木造ならではの居心地のよい空間体験につながる。 ○

2

バイオフィリックデザインを積極的に取り入れ、利用者の快適性、知的生産性の向上に寄与できる計画とした。

○ 2

2

○

○ 2

2

○

研修エリアと宿泊室の行き来が容易な回遊性のある動線計画により、利用者のコミュニケーションを誘発し、ヒト・知・自然が巡り合う空間とした。

第三者認証の取得とカーボンニュートラルへの貢献

評価表

本建物で使用された1,990m3の木材は、約1,650tの CO2固定量となる。炭素固定
量に換算すると約450tとなり，森林が吸収（固定）する炭素の平均的な量（森林
総合研究所）に基づく試算では，約4.5haの杉の人工林が50年間で吸収する炭素
量を固定できたことになり，まさに林野庁が掲げる「都市に第二の森林をつくる」ことを体
現したプロジェクトといえる。地球温暖化ガス排出量（GWP）は，鉄骨造に比べて約
1/2，鉄筋コンクリート造に比べて約1/4となる。鉄骨造に比べると約1,700tの二酸化
炭素の排出を削減する。

木架構を活かした環境性能の高い外装計画

● 快適な空間を保つ人数カウント空調制御
研修形態に応じて、快適な温熱環境と省エネルギ
ーを両立するため、9階の研修エリアを4つのゾー
ンに分け、東西に２台のカメラを設置した。各ゾー
ンの人数をカウントし、人数に合わせてファン付き
床吹出し口の風量および空調機風量・外気導入
量を制御する。

“めぐる”建築計画 快適で利便性の高い研修エリア
● 自然を感じながら五感を活性化する空間
研修エリア内は多様な木目を有する無垢材ならで
はの肌触りや木ならではの香りが感じられるととも
に、積極的な緑化を行う内装計画とした。三方を緑
のテラスに囲まれた8階研修エリアは、多様な植栽
を緑視率高く設置して形成されたバイオフィリック
デザインを導入した。
自然を感じながら、天井緑化や、森林環境音、香り
空調、サーカディアンリズムに合わせた照明の調
光・調色により五感を活性化し、リラックス効果の
高い空間を目指した。運用開始後のアンケート調
査では、屋内の緑化が利用者に好印象を与える結
果となった。

● サーカディアンリズムを整える光環境
ウェルネスな空間を目指し、サーカディアンリズムを整えるため、全館DALI制御による調
光・調色を行い、太陽光に準えたスケジュールにより照明の色を変化させる計画とした。

● 建築情報を可視化するloT技術
利用者の環境意識を高めるきっかけとするため、各階の
大型タッチパネルには建物のエネルギー消費量、太陽
光発電量、太陽熱集熱量、地中熱採熱量を表示する。
また、利便性向上のため、自然換気窓の開閉案内やトイ
レの空き状況、エレベーター位置・混雑状況をリアルタ
イムで表示し、研修エリアのブラインド・照明の操作も可
能とすることで、建築環境の情報を統合し可視化した。

密集市街地における狭小敷地の中に、光・風・緑・木(自然)を感じられる場を創出する。
断面は、光や風、ヒトが立体的にめぐる計画とし、南側の研修エリアは、吹抜けやテラスにより立体的につないだ。
平面は、回遊性のある計画とするため、EV・シザース階段を中央に、研修エリアと宿泊エリアを同一フロアに配置した。

心身を整える宿泊室
● 快眠のための空調計画
快適な睡眠環境を確保するため採用した
アクティブチルドビーム空調は、ファンがな
いため静粛性に優れ、気流がほとんどなく
ドラフト感が少ない。外調機から供給され
る一次空気とチルドビーム内のコイルにて
冷却・加温された室内空気との混合空気
を天井面に沿わせて空調する。

● ぬくもりのある内装計画
壁および天井は５種類の天然素材を配合
した左官仕上とし、調湿・消臭性能に優れ
た内装とした。直接肌に触れる床や家具は
無垢材を使用し、木のぬくもりがより感じ
られる。空調機は木ルーバー天井内に格
納することで、木質空間の調和を保ってい
る。

● 快眠のための環境制御システム
宿泊室では睡眠設定に応じた環境制御を
タブレット端末にて行う。設定した就寝/起
床時間に応じて光環境・温度環境を自動
制御し、快適な就寝/起床を促す。マットレ
ス下には睡眠センサーを設置し、睡眠の質
の評価を行う。
起床後には睡眠スコアが表示され、自身の
睡眠の質を確認でき、健康意識の増進に
つながる。実際の運用では、宿泊者の75％
が環境制御を利用している。

都市型中高層省エネ建築を目指した取組みと成果

高層耐火純木造と設備計画
Port   Plusのホールライフカーボンは9,829tとなり、鉄骨造・基準値 
(省エネ法)と比較して10,449t(51.5%)の削減となる。そのうちエン
ボディドカーボンは2,500tで本建物を鉄骨造で建設した場合と比
較して1,700t削減となる。また、オペレーショナルカーボンは、運用
開始後1年間の電力買電量および水使用量で算出し、35年運用で
7,329tとなる。木材使用量は、構造体に1,680㎥、柱梁の燃え代層
に150㎥、内装材に160㎥で合計1,990㎥となり、構造体の木造化
が木材使用量に大きく寄与することがわかる。

評価表

おおらかなCLTパネルを有する9階大研修室

木造化によるカーボンニュートラルへの貢献

宿泊スペース

8階研修エリア

ワーキング：5000Kナチュラル：3500K リラックス：2700K

木内装の宿泊室

リチウムイオン蓄電池

非常用発電機

地中熱空冷ハイブリッド
HP チラー

採熱井戸

太陽熱パネル

太陽光発電パネル

輝度カメラ

ダブルスキン・自然換気

LED 照明
（サーカディアンリズム）

受変電設備

睡眠センサー

環境制御タブレット

入室用顔認証カメラ

顔認証・カラーコード

大型タッチパネル

ダクトレス床吹出し空調

LED 照明（植物生育用）

人数カウントカメラ

アクティブチルドビーム

LED 照明

空冷 HP チラー

熱回収空冷 HP チラー
デシカント外調機

外調機

街に開かれ木造建築を体験できる開放的なエントランス空間
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IoTによる大型タッチパネル

基準階平面構成 木内装の宿泊室 環境制御タブレット 睡眠スコア表示

ー都市に建つサスティナブルな木造建築ー

ソロワークやグループワークを行う6階研修エリア

● 自然通風・自然光の有効利用 
自然通風、自然光を有効利用するための設備システムを計画した。イン
ナーサッシに設けた自然換気窓は、屋内外のデータから判定した有効条
件時に大型タッチパネルにて開閉案内表示を行う。自然換気窓から給気
した外気は、常開の階段を通じて最上階の排気窓から排気する。設計時
には気流解析により、全ての自然換気窓開放時に換気回数約3.0回/hが
得られ、有効な自然換気となることを試算した。９階大研修室ではダブル
スキン内および室内の輝度カメラにより測定した屋内外の輝度によるブ
ラインド制御を行うことで、直接光を遮るとともに自然光を有効に取り入
れ、エネルギー消費量を削減する。

木架構を表出するダブルスキンファサード ダブルスキンファサード断面図

断面位置

● 外皮性能を高めるダブルスキンファサード
都市における高層木造建築の外装として、外皮性
能、防火性能、木躯体の視覚化の追求からダブル
スキンファサードとした。外皮性能について行った
実測では、柱単体の熱貫流率は0.19W/㎡K、大梁
の熱貫流率は0.04W/㎡Kであり、特にダブルスキ
ンと柱を統合した外皮性能では0.01W/㎡Kとなる。
躯体に断熱材は使われていないが、木材の高い断
熱性が活かされていることを確認した。

2100

カウンター

2800
14001400

350350

上部ブラインドボックス

メンテナンス用扉

自然換気窓

空調吹出口

利用者が表示に気付き、自然換気窓を開閉する

外装平面図

ナチュラル ナチュラル
ワーキング

リラックスリラックス

開閉案内表示 自然換気気流解析結果

■WELL/ 利便性・loT 技術
■自然エネルギーの積極利用
■建物用途に合わせた省エネ技術

● 高層耐火純木造を実現する構造計画
高層耐火純木造における耐火性能を確保するため、構造部材には3時間耐火までラインナップさ
れた「オメガウッド(耐火)」を初めて採用した。各部材および取合い部について耐火実験を実施
し、安全性を検証した上で施工仕様を確定した。柱梁接合部は高剛性化・高耐力化のため、LVL
と木質仕口パネルを組み合わせた剛接合仕口ユニットを開発し、採用した。

ドリフトピン
木質仕口パネル

GIR

LVL

構造モデルを示すアイソメトリック図

オメガウッド（耐火）

剛接合仕口ユニット

● 木材の断熱性を活かしたダクトレス床吹出し空調
耐火性能を確保するために不燃材の被覆層を設けた梁スリ
ーブの有効径は最大約100φとなるため、ダクトなどの貫通に
は制約がある。また、意匠性および構造計画との整合という目
的から、研修エリアではCLT床の高い断熱性を活かしたダク
トレスの床吹出し空調を採用した。各吹出し口にはファンを搭
載し、スイッチによる三段階の風量調節を可能とした。

ダクトレス床吹出し空調

梁スリーブ貫通部

構造支持部材
つづり材

燃え止まり層
1時間耐火：GB-Fｔ21×2枚
2時間耐火：GB-Fｔ21×3枚
3時間耐火：GB-Fｔ21×4枚

燃え代層
木材 t20 以上

南側断面構成

人数カウント空調制御 照明・ブラインドの操作が可能

年間一次エネルギー消費量の比較

一次エネルギー消費量削減のため、自然エネルギ
ーを積極的に利用する計画とした。空調熱源の一部
には地中熱空冷ハイブリッドヒートポンプチラーを
採用し、給湯予熱および発電には太陽熱や太陽光
を利用している。また、建物用途を考慮した熱源容
量の最適化、冷房排熱の給湯予熱およびデシカント
ローターの再生への利用、潜顕分離空調方式の採
用など各所に工夫を施し、計画値にて一次エネルギ
ー消費量を基準値から53.3%削減し、ZEB   Readyを
達成した。また、運用開始後1年間では61.6%を削減
した。そのほか、LEED、WELL、CASBEE等、国際制
度および国内制度にて省エネルギーや環境影響、
人々の健康、快適性、ウェルビーイングに対する取組
み等に対し高評価を取得した。なお、PortPlusは
WELL認証、WELLHealth-SafetyRating、LEED認
証およびCASBEEウェルネスオフィスを合わせて取
得した国内初の建物となった。
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基準値 計画値 実績値
（運用開始後1年間）

昇降機 照明設備 給湯設備

換気設備 空調設備

61.6%削減53.3%削減

MJ/延床㎡年

木製受水槽

バイオフィリックデザイン
香り空調

トイレ利用状況 ( センサー )

※オペレーショナルカーボンはB6(運用時のエネルギー消費量)＋B7（運用時の水使用量）で算出。
ホールライフカーボンの比較

Port Plus is Japan's first high-rise purely wooden fireproof building with an all-wooden ground structure. The wooden structure contributes 
significantly to decarbonization and actively utilizes renewable energy to realize a sustainable wooden building. This project is a training center with 
an accommodation function for the company. The architectural, structural, and facility planning maximizes the advantages of wooden space to 
create a training and lodging facility with high health performance based on the concept of "a place to nurture the knowledge of the future”.

普通 優れ
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る
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2

バイオフィリックデザインを積極的に取り入れ、利用者の快適性、知的生産性の向上に寄与できる計画とした。

○ 2

2

○

○ 2

2

○

研修エリアと宿泊室の行き来が容易な回遊性のある動線計画により、利用者のコミュニケーションを誘発し、ヒト・
知・自然が巡り合う空間とした。

04象徴性

05完成度 ☆
S造やRC造とは異なる木架構ユニットのモデュールが木造ならではの居心地のよい空間体験につながる。

○

2

2

○ 2

1

○

1

○

2
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○

□自己評価欄

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

○ 211環境負荷

12資源消費

13地域環境性

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

○

☆

☆

☆

宿泊室は入眠・起床に合わせて室内環境を制御することで体内リズムを整え、日中の活力向上に寄与した。

□特に重
視したデ
ザインの
視点

1

○ 2

2

2

1

2

1○

○

○

○
研修エリアの空調機は床置き型のため、脚立不要でメンテナンスが可能な計画とした。

○

○

○

○

□評価項目に対する設計者のデザイン意図

（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）

☆

研修ホールのCLTパネルを使用したダイナミックな天井やCLTの吹抜階段など、床、壁だけでなくCLTを利用した。

木質空間で自然を感じながら五感が刺激され利用者の心身の健康や集中度、快適性を高める計画とした。

これからの知を育む研修の多様な場を新しい都市木造建築としてつくりだした。

梁スリーブサイズの構造的制約及びCLT材の高い断熱性によるダクトレス床吹出し空調方式を採用した。

純木造の中層耐火建築物を実現するために、新しく柱梁が一体となった木架構を開発した。

木架構の構造計画を活かし、吹き抜けやテラスで内部と外部をつなげ自然を取り込む立体的な空間を計画した。

☆

☆

大型タッチパネルにより研修エリアの照明、ブラインドの操作、EVやトイレの使用状況の確認が可能な計画とした。

宿泊室はアクティブチルドビームによる空調とし、静粛性が高く気流感の少ない快適な空間とした。

木架構ユニットサイズや宿泊室サイズと整合した2.8ｍスパンという独自のモジュール計画とした。

研修エリアの快適性と省エネルギーの両立のため、デシカント外調機による潜顕分離空調方式とした。

夏季にも加熱要求があるため、冷房時の排熱を有効に利用できる排熱回収型空冷ヒートポンプを採用した。

入退館管理に顔認証システムを導入し、利便性向上に寄与した。

一次エネルギー消費量を削減し、ZEB Readyを達成した。

ダブルスキンファサードにより外皮性能を向上し、環境負荷を低減した。

ダブルスキンガラスファサードによって木架構が美しく外装に現れたデザインとした。

CLT・LVL材を内装に積極的に使用したデザインによる審美性を表現した。

ダブルスキンガラスファサードにすることで、木架構が美しく視覚化されるとともに、外皮性能の向上に寄与した。

□評価項目

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸(造形)
Form

Ｂ.機能軸(技術)
Technology

純木造建築とすることで、鉄骨造標準比較で約1,700t(40%)のエンボディドカーボンを削減した。

建築・設備計画の工夫によりランニングコストを低減した。

日本初の高層純木造耐火建築である本建築は、カーボンニュートラルの実現に向けて、構造体を木造化するこ
とにより、木材使用量1,990㎥、炭素固定量は1,650ｔであり、これからの都市木造建築のプロトタイプとなっ
た。

柱梁接合部材はLVL材と木質仕口パネルを重ね合わせ、金物および接着剤を使用しない構造のため、解体時の
作業性が高い計画とした。

木架構や設備的な最新技術の技術開発費や特殊技術対応費を含めたコストとし、日本初の高層純木造耐火
建築のプロトタイプを実現した。

ダクトレスの床吹出し空調方式とすることで、ダクトの更新が不要となる計画とした。

前面道路に対しセットバックおよび公開空地を確保することで、市街地に対し圧迫感の無い配置計画とした。

ジェンダーレストイレを設け、利用者の多様性に配慮した計画とした。

19耐久性

20ＬＣＣ

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

Ｃ.社会軸(環境)
Environment

Ｄ.経済軸(LCC)
Life Cycle Cost

☆

基準階の無い各階特徴のあるプランとすることで、利用者自身の現在地がわかりやすい計画とした。

再生可能エネルギーを積極利用したパッシブ・アクティブデザインにより環境負荷を低減した。

木の素材感を全面に感じられる外観とすることで、地域景観の質向上に寄与した。

18維持管理

ダブルスキンファサードにより外皮性能を向上し、空調負荷を削減してランニングコストを低減した。

再生可能エネルギーを積極利用した建築・設備計画によりランニングコストを低減した。
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EV シザース階段

研修エリア

宿泊エリア
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1F

外部

外部

外部

■計 画 地 ：横浜市中区弁天通二丁目 22 番 ,23 番
■敷地面積：563.28 ㎡
■延べ面積：3,502.87 ㎡
■規　　模：地上 11 階／地下 1 階　最高高さ 44.1ｍ
■構　　造：地上木造、地下 RC 造、地下 1 階柱頭免震
■用　　途：研修所
■工　　期：2020 年 3 月～ 2022 年 3 月
■補  助  金  : 令和元年度サステナブル建築物先導事業
　　　　　　( 木造先導型）
　　　　　    平成 31 年度 CLT 活用建築物実証事業

建築概要

ファン付床吹出し口

空
調
機

横浜市関内に建つPort   Plusは、地上部の構造体（柱、梁、床、壁、屋根）をすべて木造とした日本初の高層耐火純木造建築である。構造体
の木造化により脱炭素化に大きく寄与するとともに、自然エネルギーを積極利用し、サスティナブルな木造建築の実現を目指した。
本建物は、自社の宿泊機能付きの研修所である。普段の業務から離れ新しい学びを得る「これからの知を育む場」をコンセプトとした健康
性能の高い研修・宿泊施設とするため、木材の断熱性、木質空間のぬくもりを最大限活かした建築・構造・設備計画とした。

屋内外の輝度による
ブラインド制御

アウターサッシ
外皮性能の向上
木構造材の保護

インナーサッシ
防火性能の確保

自然換気窓
大型タッチパネルにて

開閉案内

空
調
機

外調機

ファン付床吹出し口

被覆前 220φ被覆後 100φ

換気回数
約3.0回/h

温度℃

20.0

28.0

27.2

26.4

25.6

24.8

24.0

23.2

22.4

21.6

20.8

アクティブチルドビーム空調

誘引空気

コイル

一次空気
温水

混合 混合

冷水

LEED認証 WELL Building 
Standard™(v2 pilot)

WELL Health-
Safety Rating

FSCプロジェクト
認証

建築物省エネルギー
性能表示制度(BELS)

CASBEE
ウェルネスオフィス

国際制度 国内制度

Gold Platinum ZEB Ready Sランク 

２０２２/8 取得 ２０２3/2 取得 ２０２3/2 取得 ２０２２/4 取得 ２０２1/11 取得 ２０２２/10 取得
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エンボディドカーボン
オペレーショナルカーボン(35年)

51.5%削減

9,829 


